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I.D.C. U．発刊のあゆみ
1986年 （昭和61年）

● 2月7日 同窓会総会準備会（銀座・ライオン）

●白井会長、加藤副会長、青木副会

長及び数名の幹事により総会準備

の内容が検討された。

●同窓会活性化の一つとして、 CHI-

BA ・DAI? WHO?の構想が出る。

● 4月18日 同窓会総会（神田 ・如水会館）

●白井正治 (2回）会長より、同窓

会新企画事業の提案あり、承認。

①CHIBA・ DAI・ DESIGNERS ・ 

BOOKの出版」

②「地域支部」の組織構想。

● 5月29日 同窓会幹事会（築地 ・中央会館）

●各幹事より 出版事業に関する意見、

アイディア討議。

●編集実行委員のメンバー決定。

●9月19日 出版準備会ー 1 （浜松町 ・ちさんホ

テル）

●発刊の主旨、編集上予想される問

題点討議。特に企業所属会員の参

加方法の問題点討議。

●事業費用把握のため、編集分科会

を設けて試算を依頼。

●意匠科35固年記念事業を目標。

●11月4日 出版準備会ー 2 （京橋 ・都中小企業

会館）

●編集分科会より 出版骰用概算報告。

体裁 ：B5判 128P 4色印刷

部数 ：3,000部

費用 ：約600万円(1色印刷の場合

約500万円）

●企業所属会員の参加について、数

名の会員を招いてヒャリング実施

を決定。

●12月 1日 出版準備会ー 3 （京橋 ・都勤労福祉

会館）

●折笠泰ー 氏 (6回／日立）、宮智英

之助氏(8回／本田技研）より事業

参加上の問題点ヒャリング。

●編集分科会より、頁レイアウト見

本の提示。

1987年 （昭和62年）

● l月14日 出版準備会ー 4 （築地 ・中央会舘）

●出版計画の概要を同窓会幹事会に

提案し、事業継続の可否を問うこ

とに決定。

●より具体的な体裁、レイアウトに

基づき再度費用試算を分科会で検

討。
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●幹事会で承認得られた際の発起人

候補名簿作成 （各回10名程度） 。

● 3月20日 出版準備会ー 5 （六本木・設計機構）

●自主出版前提とした参加費用の試

算。

●会員の巾広い参加を求めるため、

参加形式、種類の検討。

● 4月24日 同窓会幹事会（築地 ・中央会館）

●出版事業概要発表。

内容 ：作品・成果／エッセイ／論

文／他

体裁 ：B5判 80-120P1色印刷

経費：参加人数により280万円 ～

525万円程度

参加費： 1人 1頁につき3万5千円

●出版委員会メンバー名簿発表。

●上記事項幹事会にて承認。

●巾広く会員の参加を募るため、各

回 5名程度のアンケートを各回幹

事に依頼。

● 5月 1日 ●アンケート項目各回幹事へ連絡。

5月18日取りまとめ。

回答数80/175通回答率46%

(1桁代及び20回代の回答多く、 30

回代の回答少）

●出版の意義は認めているが、参加

費用を5千円～1万円程度の意見多。

● 5月29日 同窓会総会 （神田・如水会館）

●青木茂吉 (4回）新会長選出。

●出版計画経過報告。特にアンケー

ト結果を紹介し、事業推進を了承。

● 7月17日 出版準備会一6 （築地 ・中央会館）

●事業推進のための業務内容確認及

び分担決定。

●参加募集に添付するダミー制作を

編集分科会に依頻。

● 9月16日 編集分科会（品輪・J.W.トン プ‘ノン）

●編集 ・レイアウト上の詳細案作成。

●10月中旬 ●想定される会員の参加形態に応じ、

有志会員を指名しダミー原稿作成

依頼。ID企業グループ/ID個人

参加／グラフィック個人参加／パッ

ケージ個人参加／デザインと直接

関係ない分野あるいは文章による

参加／企業所属で個人参加。

1988年 （昭和63年）

● l月18日 ●ダミー作成追加依頼。

● 6月17日 出版準備会ー 7 （築地 ・中央会館）

●工業意匠学科40周年記念出版事業

として、同窓会事業から独立。



●参加費軽減のため広告掲載を決定。 討。編集分科会で台紙用原稿作成

●参加費 l人1万円として、発行趣 を担当。

意書、発起人依頼名簿の作成。 ● 9月6日 出版準備会ー15（六本木・設計機構）

● 9月2日 出版準備会ー8 （築地 ・中央会館） ●指定台紙、原稿用紙の完成状態を

●広告掲載とするための体裁、部数 確認。

を検討。 ●参加を発起人、各回幹事ヘプッシ

●A4判 128P -200Pとして再試 ュするよう要請。

算、150-320万円を要する点を確認。 ●11月13日 出版準備会ー16（六本木 ・設計機構）

●広告募集を青木会長、白井刊行委員 ●応募状況確認。参加106P（目標150

長が担当。 ~200)、広告45P（目標50-55)。

●'90年3月15日完成を目標に大日程

1989年（昭和64年／平成元年） 作成。入稿目標12月末。

● 2月27日 出版準備会一 9 （六本木 ・設計機構） ●12月5日 出版準備会ー17（築地・中央会館）

●89年10月完成目標で、日程調整。 ●応募状況確認。参加106P、広告45

●事業成立内容確認。 P。

●体裁： A4判 200P（参加者160名、 ●応募状況に基づき収支試算。収入

広告30社） 354万円 （参加費174万、広告180万

●部数 ：2,000部 円）、支出434万円～500万円 （印刷

●収支：収入450万円 （参加費200万 費350万円、諸経費60万円、 発送費

円、広告費250万円）支出450万円 24万円）。約80万円～146万円の損

（印刷費280万円、案内連絡費100 失となるが、学生及び一般販売分

万円、他70万円） で補填可能として事業続行。

● 3月20日 出版準備会ー10（千駄 ヶ谷 ．JMS) ●応募原稿を検討しながら頁割付け

●本文、広告共にカラー頁を含むこ を編集分科会が担当。

とに決定。 ●12月20日 出版準備会ー18（築地・中央会館）

●参加及び広告勧銹文書原案の作成。 ●頁割付け（台割）を確認。

●案内連絡費、発送毀、原稿台紙印

刷などの諸経費詳細算出。 1990年（平成2年）

●出版準備会は以後月 1回の割で開 ● 1月19日 出版準備会ー19（築地・中央会館）

催を申し合せ。 ●編菓細部確認。総頁196P、本文14

● 4月4日 出版準備会一11 （千駄 ヶ谷 •JMS ) 6P（個人46P、企業8OP、その他20P)、

●参加及び広告勧誘文書の細部検討、 広告50P。

手直し。 ●収支試算。収入496万円（参加費236

●編集作業実務を第 3者に依穎する 万円、広告260万円）、支出543万円

ことを検討。 （印刷費350万、編集費60万円、勧

● 4月25日 出版準備会ー12 （千駄 ヶ谷 •JM S) 誘文書印刷費37万円、通信連絡費

●発信文書類の確認。 18万円、 会場諸経費68万円、他10

● 6月8日 出版準備会ー13 （千駄 ヶ谷 •JMS ) 万円）。損失分は学生への販売で補

●編集作業実務をジャパンムック（株） 填。

（勝村功機社長）へ依頼決定。 ●印刷部数 1,800冊と決定。

以降勝村社長出版準備会に参加。 ●頒布価格 5,000円と決定。

●発信文書内容確定、印刷発注。 ●出版記念を兼ね同窓会総会を 3月

●参加勧誘書類配布のため幹事会招 17日田千葉大で開催することに決定。

躾を決定。 ●作品躾名称を大学で表記している

● 7月15日 同窓会幹事会 （築地・中央会館） 英文呼称「Departmentof Indus -

●各回幹事へ参加勧誘書類の分配、 trial Design Chiba University」に

発送依頼。 合せるため、「D.D.C. U.40」から

●広告依頼先へ依頼書類発送準備。 「I.D.C. U. 40」へ変更。

●収支計画書内容説明。 ● 2月7日 ●入稿。

● 8月17日 出版準備会ー14（六本木・・設計機構） ● 3月15日 ●印刷上り 。

●原稿作成用フォーマットの内容検 （記録：片岡昭之）
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「編集後記」

40年にわたるデザイン活動をふりかえ ってみま

すと、これからの日本のデザイン活動が眼の前に

おぼろげながらみえてくるような気がします。

今回発刊されたIDCU 40の人名録作品隼は、こ

れからのデザイン活動をしていく人たちのために

刊行されたということがベースにあるように思い

ます。デザイナーの人たちのイメージがふくらん

でくれたらと思います。

今、日本のデザイン活動のポジショニングはど

ういうところにあるのでしょうか？

紙面をとおして話し合いが出来ればよいのです

が、いかがなものでしょうか？

この刊行をきっかけに先輩、同窓、後輩と語り

あえる場が生まれればと思っています。創造的な

仕事は地味な単調な日々の繰り返しの中から生ま

れてきているわけですが、組系哉で仕事をしていく

うえで、時間との闘い、体力との闘い、その他も

ろもろの闘いは創造力の乏しい闘いになってしま

い、結局はいつのまにか創造力を発揮出来ない人

たちのめんどうをみていく組織に生まれかわって

しまうという状況をつくりだしてしまう危険性が

生まれてきています。一人一人の創造力を活性化

したいものです。

人々のイメージをシンボリックに形成してしま

う都会のビル、街並、住宅、公園等はすばらしい、

しゃれたものにな っていくように思えますが、そ

れは人々が生活していくデザインになってい って

いるのでしょうか。息苦しい人間不在の街になっ

ていくように思います。クリエーターはデリカシ

ーと意志の強さを兼ね備えたところがあるように

忠いますが、大切なことは自然の美しさと気高さ

を支えている自立と独立の精神です。そこから地

味な日々の操り返しが始まっていると思います。

そして自然は少しずつ、ゆっくりと成長していま
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す。この無理のない、「生まれてきてよかった」と

思えることが人権の主張の基本にあるように思い

ます。

デザインの出発点はこのことから始めないと生

きたデザインではなくなり、デザインだけが生ま

れてきます。デザインの主流は多くの支流をつく

りだし、限界のないところにきています。一人一

人のおどろくほどの個性あふれたクリエーターの

エネルギーの燃焼を大切にしたいと思います。

IDCU40の刊行にあたりまして、このことをみ

つめなくては、というところから今回の発刊にいた

りました。 しかし、残念なのはもっと多くの人の

参加を期待していたのですが、スタートすること

でご理解していただければと思います。

PART IIの発刊を心より念じてやみません。

最後に、ボランティア精神がむきだしでがんば

ってくれた多くの刊行委員に感謝していただきた

いと思います。私が同窓会長をしていたときにふ

としたことを発言した結果が今回の刊行にいた っ

たことを考えてみますと、もっとも っと発言する

ことがデザイン界に多発しているように思います。

発言するということが日本の社会には少なすぎる

ように思います。TVの番組のなかでそのような

番組がふえてくることをも っとも っと念願する毎

日です ！協調社会から自主協調の時代に本当に入

ってしまったように思います。世界の国々が日本

に眼をむけています。 （ぬけ殻 ！なり金！ニ ッポ

ンどこいくの？）

（注）千葉大学が生まれて40年になりますが、 40

年前の地球の人口は25億でした。1990年の現在は

50億になってしまいました。40年間というのは地

球上始まって以来の変化をつくり出しているよう

に思います。

平成 2年 1月 IDCU刊行委員長 白井正治
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白井正治
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水田喬
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加藤久明

谷内健
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室田宗弘
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